
Title 〔商法〕四 手形債權を自働債權とする相殺と手形呈示、交付の要否
昭和三三年四月一一日大阪地裁民二七部判決

Sub Title
Author 商法研究會(Shōhō kenkyūkai)

阪埜, 光男( Banno, Mitsuo)
Publisher 慶應義塾大学法学研究会

Publication
year

1959

Jtitle 法學研究 : 法律・政治・社会 (Journal of law, politics, and
sociology). Vol.32, No.1 (1959. 1) ,p.68- 74 

JaLC DOI
Abstract
Notes 判例研究
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara

_id=AN00224504-19590115-0068

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会また
は出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守し
てご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to
the respective authors, academic societies, or publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese
Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


判
　
例
　
研
　
究

六
八

（
六
八
）

〔
商

法
〕
四

商

法

研

究

會

手
形
債
椹
を
自
働
債
権
と
す
る
相
殺
と
手
形
呈
示
、
交
付
の
要
否

昭
和
三
三
年
四
月
一
一
日
大
阪
地
裁
民
二
七
部
剣
決

昭
和
三
二
年
⑰
第
四
三
二
八
號
輔
付
債
権
請
求
事
件

下
級
民
集
九
巻
四
號
六
四
二
頁
、
剣
例
時
報
七
月
二
一

日
號
三
二
頁
（
2
9
一
望
）

〔
事
　
　
賓
〕

　
　
訴
外
A
會
吐
は
被
告
Y
銀
行
に
通
知
預
金
債
灌
金
一
、
O
O
O
、
O
O
O
圓
を
有
し
て
い
た
が
、
原
告
X
は
、
A
會
肚
に
封
し
金
九
〇
〇
、
O
O
O
圓
の
貸
金
債

　
灌
を
有
し
て
い
た
の
で
右
債
権
の
執
行
と
し
て
原
告
X
は
A
會
杜
が
被
告
Y
に
封
し
て
有
す
る
通
知
預
金
債
権
金
一
、
O
O
O
、
O
O
O
圓
の
内
金
九
〇
〇
、
O
O

　
O
圓
に
つ
き
大
阪
地
方
裁
判
所
よ
り
右
債
権
の
差
押
、
並
び
に
翰
付
命
令
を
受
け
右
命
令
は
い
ず
れ
も
昭
和
二
九
年
九
月
二
〇
日
被
告
Y
銀
行
及
び
訴
外
A
會
吐

　
　
に
邊
達
さ
れ
た
。
し
か
る
に
被
告
Y
銀
行
は
右
通
知
預
金
債
務
の
支
挽
を
し
な
い
の
で
原
告
X
は
被
告
Y
銀
行
に
封
し
右
通
知
預
金
九
〇
〇
、
O
O
O
圓
及
び
こ

　
れ
に
封
す
る
訴
状
邊
達
の
日
の
翌
日
で
あ
る
昭
和
三
二
年
一
〇
月
三
日
か
ら
支
梯
濟
ま
で
年
五
分
の
割
合
の
損
害
金
の
支
梯
を
求
め
る
た
め
本
訴
を
提
起
し
た
。

　
被
告
Y
銀
行
は
抗
辮
と
し
て
、
訴
外
A
會
杜
及
び
B
會
砒
は
昭
和
二
九
年
五
月
一
五
日
被
告
Y
銀
行
に
宛
て
、
金
額
を
金
五
、
0
0
0
、
0
0
0
圓
、
満
期
を
同
年

　
五
月
二
九
日
、
支
梯
場
所
を
被
告
Y
銀
行
鶴
橋
支
店
、
振
出
地
、
支
梯
地
を
共
に
大
阪
市
と
定
め
た
約
束
手
形
一
通
を
振
出
し
、
被
告
Y
銀
行
は
右
手
形
を
満
期

　
に
麦
彿
場
所
に
呈
示
し
て
支
彿
を
求
め
た
が
拒
絶
さ
れ
た
。
そ
こ
で
被
告
は
、
本
件
債
灌
差
押
並
び
に
韓
付
命
令
邊
達
當
時
、
訴
外
A
會
肚
に
封
し
、
す
で
に
辮



濟
期
の
到
來
し
て
い
る
金
五
、
○
O
O
、
O
O
O
圓
の
約
束
手
形
金
債
灌
を
有
し
て
い
た
。
被
告
Y
銀
行
は
現
在
も
右
手
形
を
所
持
し
て
い
る
。
よ
つ
て
被
告
Y
銀

行
は
右
金
五
、
O
O
O
、
O
O
O
圓
の
約
束
手
形
金
債
灌
を
も
つ
て
昭
和
二
九
年
九
月
二
二
日
訴
外
A
會
肚
に
到
達
し
た
書
面
で
本
件
通
知
預
金
債
務
と
相
殺
す
る

意
思
表
示
を
し
た
と
主
張
し
た
。
更
に
叉
昭
和
三
三
年
一
月
一
三
日
の
口
頭
辮
論
期
日
に
於
て
も
被
告
Y
銀
行
は
原
告
X
に
封
し
前
記
約
束
手
形
金
債
権
を
自
働

債
権
と
し
て
本
件
預
金
債
灌
を
相
殺
す
る
旨
陳
述
し
た
。

〔
判
　
　
旨
〕

　
　
原
告
敗
訴
。

　
　
裁
到
所
は
被
告
に
反
封
債
灌
金
五
、
O
O
O
、
O
O
O
圓
が
あ
る
こ
と
を
認
め
、
被
告
は
鱒
付
債
灌
者
た
る
原
告
に
封
し
右
反
封
債
権
に
よ
る
相
殺
を
も
つ
て
鞠

　
抗
し
う
る
と
し
次
の
如
く
到
示
し
た
。

　
　
（
但
し
、
｝
被
告
の
訴
外
A
會
肚
に
封
す
る
相
殺
の
意
思
表
示
は
訴
外
A
會
杜
は
受
働
債
権
の
債
灌
者
で
な
い
か
ら
無
効
と
し
た
。
）

　
　
ω
手
形
債
灌
を
自
働
債
権
と
し
て
相
殺
を
す
る
に
は
相
殺
の
意
思
表
示
の
外
手
形
を
相
手
方
に
交
付
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
③
手
形
債
灌
額
が
受
働
債
灌

　
額
を
超
え
る
場
合
は
、
残
蝕
の
金
額
の
請
求
及
び
こ
れ
に
つ
い
て
の
遡
求
灌
行
使
の
た
め
必
要
で
あ
る
か
ら
、
手
形
を
相
手
方
に
交
付
す
る
こ
と
は
必
要
で
な
い

　
が
、
手
形
を
相
手
方
に
呈
示
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
①
の
手
形
の
交
付
の
必
要
性
は
ω
手
形
債
務
者
に
二
重
梯
の
危
瞼
を
さ
け
さ
せ
る
た
め
と
㈲
手
形
債
務

　
者
が
遡
求
義
務
者
の
場
合
再
遡
求
権
行
使
に
必
要
な
た
め
と
に
も
と
づ
く
。
ω
の
手
形
の
呈
示
の
必
要
性
は
ω
相
殺
の
相
手
方
に
相
殺
が
手
形
の
正
當
な
所
持
人

　
　
に
よ
り
な
さ
れ
る
か
否
か
を
知
ら
せ
る
た
め
と
㈲
相
殺
に
よ
り
手
形
債
灌
の
一
部
消
滅
し
た
旨
を
手
形
に
記
載
す
る
こ
と
を
請
求
す
る
機
會
を
相
殺
の
相
手
方
に

　
與
え
る
た
め
と
に
も
と
づ
く
。
印
ち
、
①
の
手
形
の
交
付
の
必
要
性
も
③
の
手
形
の
呈
示
の
必
要
性
も
手
形
債
務
者
の
利
盆
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
相
殺
の
効
力

　
畿
生
要
件
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
手
形
債
権
を
自
働
債
灌
と
し
て
、
訴
訟
上
、
攻
撃
防
禦
方
法
と
し
て
、
相
殺
の
意
思
表
示
を
す
る
場
合
は
す
べ
て
、
訴
訟
外
で

　
す
る
場
合
と
異
な
り
、
手
形
を
相
手
方
に
交
付
す
る
こ
と
を
必
要
と
し
な
い
と
す
る
見
解
が
あ
る
。
し
か
し
、
私
法
上
の
形
成
灌
で
あ
る
相
殺
灌
の
行
使
の
意
思

　
表
示
と
そ
の
効
果
の
陳
述
で
あ
る
訴
訟
上
の
主
張
や
、
抗
辮
と
は
そ
の
構
成
要
件
を
異
に
す
る
別
個
の
行
爲
で
あ
つ
て
、
私
法
上
の
形
成
権
で
あ
る
相
殺
権
の
行

　
使
の
意
思
表
示
の
効
力
の
有
無
は
私
法
上
の
効
力
要
件
を
充
足
し
て
い
る
か
否
か
に
よ
つ
て
到
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
相
殺
権
行
使
の
意
思
表
示
が
訴
訟
上
な

　
　
　
　
到
例
碍
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九
　
（
六
九
）



　
　
鋤
例
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
　
（
七
〇
）

さ
れ
た
す
べ
て
の
場
合
に
訴
訟
上
な
さ
れ
た
と
い
う
だ
け
の
理
由
に
よ
つ
て
私
法
上
の
相
殺
の
効
力
要
件
が
緩
和
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
手
形
の
麦
沸
の
場
合
、

手
形
債
灌
者
は
手
形
の
交
付
と
引
換
え
に
支
梯
を
受
け
る
こ
と
が
出
來
る
。
手
形
債
灌
を
自
働
債
灌
と
す
る
相
殺
の
場
合
、
手
形
債
槽
者
は
手
形
の
交
付
と
引
換

え
に
受
働
債
灌
が
相
殺
に
よ
つ
て
清
滅
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
書
面
及
び
債
権
謹
書
の
交
付
を
求
め
る
事
が
出
來
る
。
印
ち
手
形
交
付
義
務
と
受
働
債
灌
消
滅
確

認
書
、
債
権
謹
書
交
付
義
務
と
は
同
時
履
行
の
關
係
に
あ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
從
つ
て
、
受
働
債
権
者
が
自
己
の
義
務
を
履
行
し
な
い
と
き
は
、
手
形
債
権

者
が
手
形
を
交
付
し
な
く
と
も
相
殺
は
有
効
で
あ
る
。
受
働
債
灌
者
が
受
働
債
灌
に
相
殺
を
も
つ
て
封
抗
で
き
る
手
形
債
権
の
存
在
を
雫
い
、
自
己
の
義
務
を
履

行
し
な
い
意
思
明
確
で
あ
る
場
合
は
、
手
形
債
権
者
は
相
殺
を
す
る
に
あ
た
り
、
手
形
交
付
義
務
の
履
行
の
提
供
と
し
て
の
手
形
の
呈
示
（
自
働
債
椹
額
が
受
働

債
穫
額
を
超
過
す
る
場
合
は
、
相
殺
に
よ
り
手
形
債
椹
が
一
部
消
滅
し
た
旨
を
手
形
に
記
載
す
る
こ
と
を
請
求
す
る
機
會
を
與
え
る
た
め
の
呈
示
）
を
す
る
必
要

は
な
い
。
し
か
し
こ
の
場
合
で
も
、
韓
々
流
通
す
る
手
形
の
特
質
上
、
相
殺
を
す
る
者
が
手
形
の
正
當
の
所
持
人
で
あ
る
か
否
か
を
受
働
債
灌
者
に
到
断
さ
せ
る

た
め
に
手
形
の
呈
示
は
必
要
で
あ
る
。
訴
訟
上
の
相
殺
に
戻
つ
て
考
え
る
。
原
告
が
提
起
し
た
受
働
債
権
の
存
在
確
認
叉
は
給
付
訴
訟
に
お
い
て
、
被
告
が
手
形

債
権
を
自
働
債
権
と
し
て
相
殺
す
る
場
合
、
ま
ず
、
被
告
が
手
形
の
正
當
な
所
持
人
で
あ
る
か
否
か
を
原
告
に
判
断
さ
せ
る
た
め
の
呈
示
は
、
相
殺
の
効
力
が
當

該
訴
訟
に
鳶
い
て
到
断
さ
れ
る
限
り
、
必
要
で
な
い
。
け
だ
し
、
被
告
が
そ
の
主
張
の
如
き
記
載
の
あ
る
手
形
の
所
持
人
で
あ
る
こ
と
を
原
告
が
雫
う
場
合
に
お

い
て
も
、
被
告
が
手
形
の
正
嘗
な
所
持
人
で
あ
る
か
否
か
は
結
局
営
該
訴
訟
に
お
い
て
確
定
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
原
告
が
提
起
し
た
受
働
債
権
の

存
在
確
認
叉
は
給
付
訴
訟
に
お
い
て
、
被
告
が
手
形
債
権
を
自
働
債
権
と
し
て
相
殺
の
意
思
表
示
を
し
た
と
き
、
原
告
が
受
働
債
構
に
相
殺
を
も
つ
て
封
抗
で
き

る
自
働
債
灌
の
存
在
を
雫
う
場
合
、
原
告
は
被
告
の
手
形
交
付
義
務
（
自
働
債
椹
額
が
受
働
債
椹
額
を
超
過
す
る
場
合
は
相
殺
に
よ
り
手
形
債
椹
が
一
部
消
滅
L

た
旨
手
形
に
記
載
す
る
義
務
）
と
同
時
履
行
の
關
係
に
あ
る
原
告
の
義
務
（
受
働
債
椹
消
滅
確
認
讃
書
、
債
椹
讃
書
交
付
義
務
、
當
該
訴
訟
に
お
い
て
受
働
債
穫

が
相
殺
に
よ
つ
て
消
滅
し
た
旨
陳
述
す
る
義
務
）
を
履
行
し
な
い
意
思
明
確
で
あ
る
と
認
め
る
こ
ど
が
出
來
る
。
從
つ
て
こ
の
場
合
、
當
該
訴
訟
に
お
い
て
、
年

形
の
呈
示
及
び
交
付
を
し
な
い
で
な
さ
れ
た
相
殺
の
意
思
表
示
を
有
効
で
あ
る
と
到
漸
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
本
件
に
つ
い
て
こ
れ
を
み
る

に
、
本
件
は
自
働
債
権
額
が
受
働
債
灌
額
を
超
過
す
る
場
合
で
あ
る
か
ら
、
手
形
の
交
付
の
必
要
の
な
い
場
合
で
あ
る
が
、
原
告
は
受
働
債
灌
に
相
殺
を
も
つ
て

封
抗
で
き
る
手
形
債
灌
の
存
在
を
雫
つ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
被
告
が
手
形
の
呈
示
及
び
交
付
な
く
し
て
な
し
た
相
殺
の
意
思
表
示
を
有
効
で
あ
る
と
到
断
ず

る
事
が
出
來
る
。



〔
蓼
照
條
文
〕

　
　
手
形
法
三
九
條
、

民
法
五
〇
六
條

〔
評
　
　
稗
〕

　
到
旨
の
結
論
に
は
賛
成
で
あ
る
。

　
本
件
の
主
要
な
問
題
黙
は
三
つ
あ
る
。
そ
の
第
｝
は
手
形
債
権
を
自
働
債
槽
と
し
て
相
殺
を
す
る
に
は
、
手
形
の
交
付
を
必
要
と
す
る
か
否
か

と
い
う
黙
で
あ
り
、
そ
の
第
二
は
、
訴
訟
上
の
相
殺
の
場
合
に
も
手
形
の
交
付
を
必
要
と
す
る
か
と
い
う
黙
で
あ
り
、
そ
の
第
三
は
、
手
形
債
椹

者
の
手
形
交
付
義
務
と
手
形
債
務
者
の
債
椹
謹
書
返
還
義
務
と
は
同
時
履
行
の
關
係
に
あ
る
か
否
か
の
黙
で
あ
る
。

　
第
一
黙
に
つ
い
て
ー

　
手
形
法
第
三
九
條
は
、
手
形
債
務
者
に
於
て
、
手
形
債
灌
者
が
果
し
て
誰
で
あ
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
と
同
時
に
、
既
に
支
梯
を
な
し
た
手
形

が
、
更
に
善
意
の
取
得
者
の
手
に
締
し
た
場
合
に
於
て
、
手
形
債
務
者
を
し
て
更
に
支
梯
を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
危
険
を
避
け
さ
せ
る
趣
旨
に
も
と
づ

き
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
手
形
の
支
沸
は
、
　
濟
の
一
種
で
あ
る
が
、
手
形
の
特
異
性
（
受
戻
諮
雰
性
）
よ
り
し
て
、
民
法
の
｝
般
原
則
の
攣
更

が
要
求
せ
ら
れ
て
い
る
。
支
沸
以
外
の
原
因
（
時
効
、
免
除
、
更
改
、
供
託
、
相
殺
等
）
に
因
り
手
形
債
務
が
滑
滅
す
る
場
合
に
、
手
形
の
受
戻
を
要

す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
原
因
に
つ
い
て
、
手
形
の
受
戻
し
が
な
く
と
も
、
手
形
債
務
者
に
二
重
沸
の
危
瞼
が
生
じ
な
い
か
ど
う

か
を
考
慮
し
て
到
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
手
形
債
穫
が
時
効
に
よ
つ
て
溝
滅
す
る
場
合
、
供
託
に
よ
つ
て
消
滅
す
る
場
合
に
は
、
手
形
を
受

戻
し
て
お
か
な
く
と
も
手
形
債
務
者
は
そ
の
支
沸
を
強
制
せ
ら
る
る
危
瞼
は
な
い
。
し
か
る
に
、
手
形
債
権
が
菟
除
（
大
正
一
三
．
四
．
一
五
、
商

判
集
四
八
三
條
一
六
）
、
更
改
等
に
よ
つ
て
消
滅
す
る
場
合
に
は
、
手
形
債
務
者
に
二
重
沸
の
危
瞼
が
生
ず
る
で
あ
ろ
う
。
手
形
債
権
が
、
相
殺
に
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よ
つ
て
浩
滅
す
る
場
合
に
も
同
様
の
事
が
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
何
故
な
ら
、
相
殺
適
状
の
獲
生
時
期
は
満
期
で
あ
る
が
、
満
期
後
と
い
え
ど
も
、

支
梯
拒
絶
讃
書
作
成
前
又
は
支
沸
拒
絶
謹
書
作
成
期
間
経
過
前
の
手
形
は
、
流
通
力
に
お
い
て
、
漏
期
前
の
手
形
と
攣
る
こ
と
な
く
（
手
形
法
第

二
〇
條
）
、
善
意
取
得
も
生
じ
う
べ
く
、
満
期
後
、
支
梯
拒
絶
讃
書
作
成
期
間
が
経
過
す
る
前
に
手
形
が
流
通
に
お
か
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
手
形
債

務
者
は
や
は
り
二
重
沸
の
危
瞼
を
負
う
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
故
に
、
手
形
債
権
者
が
、
手
形
債
務
者
に
封
し
て
負
捲
し
て
い
る
債
務
と
、

そ
の
有
す
る
手
形
債
権
と
を
相
殺
す
る
場
合
は
、
相
殺
の
意
思
表
示
の
他
に
、
手
形
を
相
手
方
に
交
付
す
る
事
が
必
要
で
あ
る
と
解
す
る
の
が
從

來
の
到
例
で
あ
る
（
大
正
七
．
一
〇
三
、
大
審
判
、
大
審
民
録
二
四
輯
一
九
四
七
頁
、
昭
二
九
・
六
二
四
、
東
高
鋼
、
下
裁
民
集
五
巻
六
號
八
七
四
頁
）
。

　
叉
、
手
形
債
椹
額
が
反
封
債
椹
の
額
を
超
過
す
る
と
き
は
、
な
お
残
存
す
る
手
形
債
権
の
行
使
の
た
め
に
そ
の
手
形
を
必
要
と
す
る
か
ら
、
手

形
債
椹
者
は
相
殺
に
あ
た
り
、
こ
れ
を
相
手
方
に
交
付
す
る
事
を
要
し
な
い
が
、
少
な
く
と
も
そ
の
手
形
を
呈
示
す
る
こ
と
は
必
要
で
あ
る
と
解

す
る
の
が
相
當
で
あ
る
（
昭
三
二
．
一
二
．
一
一
、
京
地
裁
剣
、
下
裁
集
八
巻
＝
雍
三
三
一
二
頁
）
。
何
故
な
ら
、
こ
の
場
合
は
一
部
支
梯
の
場
合
と
同

様
に
、
債
務
者
は
支
梯
あ
り
た
る
旨
の
手
形
へ
の
記
載
及
ぴ
受
取
詮
書
の
交
付
を
請
求
し
う
る
の
で
あ
り
、
も
し
、
手
形
へ
の
記
載
な
く
し
て
そ

の
手
形
が
後
に
流
通
に
お
か
れ
た
場
合
に
は
、
善
意
の
取
得
者
に
封
し
て
、
債
務
者
は
既
に
相
殺
に
よ
り
債
務
の
一
部
が
消
滅
し
た
事
を
封
抗
し

得
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
黙
、
到
旨
の
見
解
は
正
し
い
。

　
第
二
黙
に
つ
い
て
1

　
次
に
、
裁
到
上
、
相
殺
が
主
張
さ
れ
る
場
合
も
同
様
な
こ
と
が
云
え
る
か
ど
う
か
と
い
う
黙
に
關
し
て
検
討
す
る
。
訴
訟
上
の
相
殺
を
私
法
上

の
効
果
嚢
生
を
目
的
と
す
る
訴
訟
行
爲
と
見
て
、
そ
の
行
使
さ
れ
る
椹
利
が
私
法
上
の
椹
利
で
も
、
そ
の
行
使
自
艦
は
訴
訟
行
爲
で
あ
る
か
ら
そ

の
行
使
は
裁
到
所
に
封
し
て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
裁
到
外
に
お
い
て
相
殺
を
な
す
場
合
の
よ
う
に
相
手
方
に
封
し
て
な
さ
れ
る
も
の
で
な
い

か
ら
、
手
形
債
権
を
自
働
債
権
と
し
て
訴
訟
上
、
相
殺
を
す
る
場
合
は
、
手
形
を
相
手
方
に
交
付
し
て
な
す
こ
と
を
要
し
な
い
と
す
る
見
解
が
あ



る
（
昭
和
二
九
・
六
二
四
、
前
掲
剣
例
）
。
し
か
し
、
訴
訟
上
の
相
殺
も
口
頭
辮
論
の
機
會
を
利
用
し
て
、
相
殺
の
意
思
表
示
が
な
さ
れ
、
そ
の
効

果
が
訴
訟
上
主
張
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
右
私
法
行
爲
と
訴
訟
行
爲
と
は
、
實
艦
法
と
訴
訟
法
と
い
う
猫
立
の
法
艦
系
上
の
行
爲
と
し
て
別
個
に

観
察
さ
れ
、
そ
の
要
件
、
方
式
、
効
力
も
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
定
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
解
す
る
の
が
正
當
で
あ
ろ
う
（
兼
子
、
民
訴
艦
系
、
二
二
頁
）
。

そ
れ
故
、
訴
訟
上
相
殺
の
抗
辮
も
訴
訟
行
爲
と
し
て
の
要
件
の
他
に
實
髄
法
に
從
い
相
殺
の
要
件
を
具
備
し
て
い
る
こ
と
を
要
す
る
。
も
つ
と

も
、
手
形
債
椹
者
が
誰
で
あ
る
か
を
手
形
債
務
者
が
確
實
に
知
る
事
が
出
來
、
か
つ
、
二
重
梯
の
危
険
を
絶
鉗
に
負
わ
な
い
場
合
に
は
、
手
形
を

交
付
し
な
く
と
も
相
殺
は
そ
の
旨
の
意
思
表
示
だ
け
で
十
分
で
あ
る
。
受
働
債
権
に
も
と
づ
く
給
付
訴
訟
に
お
い
て
、
被
告
が
手
形
債
権
を
自
働

債
椹
と
し
て
相
殺
を
主
張
す
る
と
き
、
被
告
が
果
し
て
手
形
の
正
當
な
所
持
人
で
あ
る
か
否
か
は
、
口
頭
辮
論
終
結
の
時
を
基
準
と
し
て
當
該
訴

訟
の
到
決
に
お
い
て
確
定
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
か
つ
本
件
手
形
の
如
き
、
口
頭
辮
論
終
結
の
時
に
は
、
既
に
支
沸
拒
絶
誰
書
作
成
期
間
経
過
後

で
あ
る
よ
う
な
手
形
に
つ
い
て
は
、
も
は
や
第
三
者
に
よ
る
善
意
取
得
は
生
じ
な
い
か
ら
、
本
件
は
正
に
こ
の
場
合
に
該
當
す
る
。

　
第
三
黙
に
つ
い
て
1

　
到
旨
は
、
手
形
交
付
義
務
と
債
権
謹
書
返
還
義
務
と
は
同
時
履
行
の
關
係
に
あ
る
か
ら
、
受
働
債
椹
者
が
自
己
の
義
務
を
履
行
し
な
い
と
き
は
、

手
形
債
権
者
が
手
形
を
交
付
し
な
く
と
も
相
殺
は
有
効
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
到
断
は
失
當
で
あ
る
。
手
形
交
付
義
務
と
債
樺
誰
書
返
還

義
務
と
が
同
時
履
行
の
關
係
に
あ
る
か
否
か
は
問
題
で
あ
る
が
、
假
り
に
同
時
履
行
の
關
係
に
あ
る
と
し
て
も
、
こ
の
事
か
ら
は
、
相
殺
に
よ
り

債
権
が
浩
滅
し
た
後
、
相
手
方
が
債
灌
謹
書
を
返
還
す
る
迄
は
、
手
形
を
交
付
し
な
く
て
も
良
い
と
い
う
こ
と
が
云
え
る
だ
け
で
あ
り
、
到
旨
の

如
く
手
形
債
権
者
が
手
形
を
交
付
し
な
く
て
も
相
殺
は
有
効
で
あ
る
と
い
う
結
論
は
出
て
來
な
い
。
手
形
債
椹
者
の
相
殺
の
意
思
表
示
が
手
形
の

交
付
を
と
も
な
わ
ず
し
て
有
効
で
あ
る
か
否
か
の
到
断
は
、
手
形
の
交
付
が
な
く
て
も
、
手
形
法
第
三
九
條
の
保
障
す
る
手
形
債
務
者
の
利
盆
が

害
せ
ら
れ
な
い
か
否
か
の
到
噺
に
懸
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。
因
つ
て
本
件
の
到
断
に
は
、
同
時
履
行
の
問
題
は
無
關
係
で
あ
る
と
解
す
る
が
、
鋼

旨
は
こ
の
黙
を
重
覗
し
て
い
る
よ
う
な
の
で
、
次
に
手
形
交
付
義
務
と
債
権
謹
書
返
還
義
務
と
が
同
時
履
行
の
關
係
に
あ
る
か
否
か
の
黙
に
鰯
れ
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て
み
る
。
辮
濟
の
場
合
、
　
濟
と
受
取
謹
書
の
交
付
と
は
同
時
履
行
の
關
係
に
立
つ
が
、
辮
濟
と
債
椹
誰
書
の
返
還
義
務
と
は
同
時
履
行
の
關
係

に
立
た
な
い
と
す
る
の
が
多
数
読
で
あ
る
（
我
妻
、
債
橿
総
論
、
一
四
八
頁
参
照
）
。
こ
の
よ
う
に
解
す
る
こ
と
が
規
定
の
文
句
に
適
す
る
の
み
な
ら

ず
（
民
法
第
四
八
六
條
、
第
四
八
七
條
参
照
）
辮
濟
と
受
取
詮
書
の
交
付
と
の
同
時
履
行
の
關
係
を
認
め
れ
ば
債
務
者
の
保
護
と
し
て
は
一
鷹
充
分
で

あ
り
、
債
権
詮
書
紛
失
の
場
合
等
を
容
易
に
解
決
し
う
る
と
い
う
の
が
多
轍
読
の
根
橡
で
あ
る
（
我
妻
、
前
掲
書
参
照
）
。
手
形
の
支
梯
の
場
合
、
手

形
債
樺
者
の
手
形
交
付
義
務
と
同
時
履
行
の
關
係
に
立
つ
の
は
、
手
形
債
務
者
の
菱
沸
義
務
で
あ
り
（
手
形
法
第
三
九
條
参
照
）
反
封
債
権
の
債
穫

詮
書
交
付
義
務
に
迄
は
及
ば
な
い
と
解
す
る
の
が
正
當
で
あ
る
。
こ
の
黙
到
旨
は
二
重
の
誤
謬
を
お
か
し
て
い
る
。
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